
中
・
下
の
身
分
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
早
期
治
療
や
予
防
医
学
的

な
考
え
方
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
病
気
に
対
し
て
、

そ
し
て
、
生
き
る
者
の
理
想
で
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
医
者
た
ち
の
治
療
内
容
を
考
察
す
る
。

（
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
医
史
学
教
室
）

斉
梁
間
の
陶
弘
景
（
四
五
六
～
五
三
六
）
が
編
纂
し
た
「
本
草
集

注
」
は
、
中
国
主
流
本
草
の
根
幹
を
築
い
た
書
で
あ
る
。
の
ち
唐

政
府
に
よ
り
七
巻
本
の
本
書
を
核
に
増
補
し
た
「
新
修
本
草
」
が

勅
撰
（
六
五
九
）
さ
れ
る
ま
で
、
本
書
は
か
な
り
流
布
し
た
ら
し
い
。

し
か
し
本
書
自
体
の
現
存
は
少
な
く
、
敦
埋
で
総
論
部
分
の
序
録
．

巻
一
（
龍
谷
大
学
所
蔵
）
と
、
ト
ル
フ
ァ
ン
で
各
論
の
動
物
薬
部
分
．

断
簡
（
ベ
ル
リ
ン
国
家
図
書
館
所
蔵
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
・こ

の
原
資
料
の
少
な
さ
ゆ
え
、
本
書
の
成
立
と
巻
数
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
多
く
の
議
論
が
か
さ
ね
ら
れ
て
い
る
。

代
表
的
論
文
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
高
橋
真
太
郎
「
神
農
本
草
経
に
就
い
て
」
（
百
本
医
史
学
雑
誌
』

３
三
巻
本
「
本
草
集
注
」
と
出
土
史
料

真
柳
誠
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一
三
二
○
号
、
一
九
四
三
）

②
岡
西
為
人
弓
神
農
本
草
経
に
就
い
て
」
を
読
む
」
（
「
日
本
医
史

学
雑
誌
」
一
三
二
三
号
、
一
九
四
四
）

③
渡
辺
幸
三
「
陶
弘
景
の
本
草
に
対
す
る
文
献
学
的
考
察
」
（
『
東
方

学
報
」
第
二
○
冊
、
一
九
五
二

④
塵
育
群
「
陶
弘
景
本
草
著
作
中
諸
問
題
的
考
察
」
（
「
中
華
医
史
雑

誌
』
二
二
巻
二
号
、
一
九
九
二
）

さ
て
筆
者
が
ま
ず
問
題
と
し
た
い
の
は
七
巻
本
『
本
草
集
注
」

以
前
に
、
三
巻
本
『
本
草
集
注
』
が
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
以

上
の
論
文
で
三
巻
本
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
①
③
④
、
な
い
と
す

る
の
は
②
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
敦
埠
本
の
記
述
を
主
な
論
拠
す
る

が
、
そ
の
解
釈
で
見
解
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
は
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
七
八
七
年
頃
ま
で
は

典
薬
寮
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
「
続
日
本
紀
』
延
暦
六
年

五
月
十
五
日
条
）
・
こ
れ
ら
の
点
か
ら
大
宝
律
令
（
七
○
一
）
で
医
生
．

薬
園
生
の
教
材
に
指
定
さ
れ
た
「
本
草
」
を
、
「
本
草
集
注
』
と
推

定
す
る
こ
と
に
、
か
つ
て
異
論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
藤

原
宮
（
六
九
四
～
七
一
○
）
の
跡
か
ら
は
「
典
薬
」
や
「
大
宝
三
年

（
七
○
三
）
」
、
さ
ら
に
「
本
草
集
注
」
や
「
本
草
集
注
上
巻
」
と

記
さ
れ
た
、
削
屑
・
木
簡
（
「
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
」
第
一

巻
収
録
）
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
当
時
で
も
、
陶
弘
景
の
『
本
草
集
注
」
と
同
名
の
別
言
が

存
在
し
た
記
録
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
陶
弘
景
の
記
載
や
文

字
量
か
ら
、
上
下
二
巻
の
『
本
草
集
注
』
は
あ
り
え
な
い
。
し
か

も
当
時
の
日
本
で
、
七
巻
本
を
わ
ざ
わ
ざ
三
巻
本
に
改
め
る
理
由

も
考
え
難
い
。
と
す
れ
ば
木
簡
に
記
さ
れ
た
「
本
草
集
注
上
巻
」

は
、
ま
さ
し
く
三
巻
本
「
本
草
集
注
」
が
存
在
し
た
こ
と
の
確
証

で
あ
る
。
上
述
の
議
論
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
次
に
問
題
と
し
た
い
の
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
本
「
本
草
集

注
』
が
三
巻
本
の
系
統
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
ト

ル
フ
ァ
ン
本
は
陶
弘
景
の
注
を
細
字
双
行
で
記
す
の
で
、
陶
弘
景

の
記
述
か
ら
す
れ
ば
三
巻
本
の
系
統
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
渡
辺
幸
三
氏
は
『
本
草
集
注
」
の
文
字
量
と
ト

ル
フ
ァ
ン
本
の
寸
法
か
ら
、
こ
れ
は
七
巻
本
の
系
統
で
巻
六
の
断

片
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
「
中
央
亜
細
亜
出
土
本
草
集
注
残
簡
に
対
す

る
文
献
学
的
研
究
」
、
『
日
本
東
洋
医
学
会
誌
』
五
巻
四
号
、
一
九
五
四
）
。

ま
た
馬
継
興
氏
ら
は
根
拠
を
示
さ
ず
に
、
ト
ル
フ
ァ
ン
本
を
巻
四

の
一
部
と
す
る
弓
敦
埋
古
医
籍
考
釈
」
三
八
四
頁
、
江
西
科
学
技
術
出
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版
社
、
一
九
八
八
）
。

と
こ
ろ
で
両
氏
は
ト
ル
フ
ァ
ン
本
の
寸
法
を
、
黒
田
源
次
氏
の

報
告
（
「
普
魯
西
学
士
院
所
蔵
中
央
亜
細
亜
出
土
医
方
書
四
種
」
、
『
支
那

学
』
七
巻
四
号
、
一
九
三
五
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま

ベ
ル
リ
ン
国
家
図
書
館
所
蔵
の
ト
ル
フ
ァ
ン
本
で
み
る
と
、
黒
田

氏
が
報
告
し
た
寸
法
に
は
明
ら
か
な
誤
認
が
あ
る
。
そ
こ
で
正
確

な
寸
法
と
文
字
量
か
ら
計
算
し
な
お
す
と
、
ト
ル
フ
ァ
ン
本
は
三

巻
本
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。

偶
然
が
重
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
中
国
を
は
さ
ん
だ
東
西
か

ら
三
巻
本
『
本
草
集
注
」
の
史
料
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
興
味
深
い
現
象
と
い
え
よ
う
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）

演
山
省
翁
の
『
活
幼
口
議
」
は
医
論
を
交
え
た
特
色
の
あ
る
小

児
科
書
で
、
中
国
医
学
小
児
科
の
発
展
史
上
、
少
な
か
ら
ざ
る
意

義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
に
適
切
な
史
的
評
価
を

与
え
る
に
は
、
成
立
年
代
・
著
者
の
確
定
と
そ
の
背
景
の
正
確
な

認
識
が
不
可
欠
で
あ
る
。
か
っ
て
多
紀
元
胤
は
本
書
の
著
者
を
元

代
の
曽
世
栄
に
当
て
た
。
こ
れ
以
来
、
日
本
で
も
中
国
で
も
元
胤

の
説
が
踏
襲
さ
れ
て
き
た
が
、
演
者
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
元
胤
の

説
は
正
鵠
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
著
者
・
演
山
省
翁
の
伝
は
史
書
に
な
く
、
本
書
名
も
正

史
に
記
載
が
な
い
。
最
初
に
本
書
を
記
録
し
た
目
録
は
明
代
の
『
国

史
経
籍
志
」
（
一
六
○
二
年
）
で
、
そ
の
後
、
「
内
閣
書
目
」
「
医
蔵
書

目
』
な
ど
も
こ
れ
を
記
載
す
る
。
た
だ
し
著
者
と
し
て
演
山
省
翁

４

「
活
幼
口
議
」
の
著
者
に
つ
い
て

王
鉄
策
・
真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋
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